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対人業務充実の意義と
対物業務効率化の妥当性
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狭間 研至

社名ロゴタイプ

ハザマグループ各社の社名を表示する際に使用するロゴタイプです。常に統一された

イメージを保つために、添付CDのマスターデータを使用してください。また、長体、

平体、斜体などの変形は避けてください。

■ヨコ組 ■タテ組
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基本デザイン要素

■社名ロゴタイプ（一例）

■サブグラフィック

■グループロゴマーク

ここに示すロゴマーク、ロゴタイプ、サブグラフィックは、ハザマグループのコミュニケー

ション活動において、統一的なイメージを形成していくための重要な視覚的要素です。

これらの基本デザイン要素は、次頁以降に示した規定に従い、正確かつ効果的に使用し

てください。
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我が国の医療が直面する課題
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医師の働き方改革 増大する医療費ポリファーマシー

形骸化した「医薬分業」のもたらした結果！？

症状に基づき 
医師は処方し 
薬剤師は調剤する

薬がなくなれば 
医師の診察と 
処方箋発行が必要

薬剤師が判断できず 
適切なタスクシェア 
タスクシフトがない
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対人業務の充実が医療の課題を解決
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診察

処方 疑義照会

医療機関 薬局
調剤

服薬指導

FollowAssessment

Feedback
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物
業
務

服用
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協
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人
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務

副作用など

（令和2年改正医薬品医療機器等法）
平成28年度　調剤報酬改定資料　 

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12400000-Hokenkyoku/0000116338.pdf

ポリファーマシー改善・医師の負担軽減・医療費適正化
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薬剤師から薬局パートナーへのタスクシフト
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薬学的専門性

業務的重要性

高

低

高

低

III

III IV

・当該薬剤師の目が現実に届く限度の場所で実施されること 

・薬剤師の薬学的知見も踏まえ、処方箋に基づいて調剤した薬剤の品質等に影響

　がなく、結果として調剤した薬剤を服用する患者に危害の及ぶことがないこと

・当該業務を行う者が、判断を加える余地に乏しい機械的な作業であること
0402通知（薬生発0402第1号　平成31年4月2日）

薬局 
パートナー③業務内容の整理

対人

対物

薬剤師

①機械化 ②ICT化
手順書の整備
研修の実施

調剤業務における環境変化
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「内部委託」という対物業務効率化
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薬局 
パートナー

薬剤師

問診 
入力内容ﾁｪｯｸ 
前回処方比較 
先確認・指導

最終監査 サポート

取り揃え指示書

個別具体的指示

受取 入力
0402通知に準拠した業務

会計・お渡し
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薬剤師の指示はQRコードを読むだけ
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一包化薬検品の指示は個別具体的
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薬局パートナーの業務の最終監査
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「内部委託」の運用フロー例
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薬
剤
師

薬
局
パ
ー
ト
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ー

介護施設より 
処方変更内容を入力

ＱＲコードを使って 
レセコン入力

薬局で印刷

ピッキング 分包作業 一包化検品 
留作業 
留検品

配達

一包化鑑査 
留鑑査 
最終鑑査進捗管理
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電子処方箋・リフィル・オンライン
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ｵﾝﾗｲﾝ診療

ｵﾝﾗｲﾝ服薬指導

共有

受取服薬

ﾌｨ
ｰﾄ
ﾞﾊ
ﾞｯ
ｸ

配送

個別具体的指示

医薬品調製

最終監査

自宅から可能 内部・外部委託

情
報
共
有
基
盤

情報共有基盤

ﾌｫﾛｰ
ｱｾｽﾒﾝﾄﾊﾞｲﾀ

ﾙﾃﾞｰ
ﾀ

ﾃﾞｰﾀ： 6万軒の薬局 
18万人の薬局薬剤師 
の価値を最大化

我が国の医療の 
課題解決の 
一助となる
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「外部委託」の効果を最大化する条件
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薬剤師の対人業務を充実させるには必須

永続性のあるシステム構築を可能にする

中小病院薬剤師の対人業務シフトの重要性
医療機関の調剤業務も対象とする

機械・ICT活用下の調製業務の基準ではない

「外部委託」の 
安全性と有効性を 
検証するための 
実証が必要

一包化に限定せず、取り揃え等も含む

距離制限は基本的に設けない

いわゆる40枚規制の見直し

現行法では不可能

医薬品医療機器等法 
施行規則　第十一条の八

処方箋応需薬局の 
薬剤師に調剤させること 
を薬局開設者に義務付け


